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 女性は自分を魅力的に見せようとする。鏡を見て化粧をする理由

の一つは，気に入らない自分の顔の部位を化粧でカバーし良く見せ

ようとするためと考えられる。魅力に日常的に関心のある女性が，

同性の他人の顔の魅力を判断するとき，自分の顔の中で気になる顔

の部位が，他者の魅力を判断するときの判断基準になるかもしれな

い。本研究では，自分の顔の部位の好き嫌いが他者の顔の魅力判断

にどう影響するかを実験的に調べた。実験には，自分の容姿を気に

し始める年代で，外見から素直に魅力判断をすると考えられる女子

高生たちに参加してもらった。 

方法 

 参加者 女子高校生60名であった。いずれも正常な視力をも

ち，被写体となる女子大学生とは面識がなかった。 
 材料 女子大学生の顔全体の写真 30 枚を使用した。顔の色ツ

ヤや笑顔の影響をなくすため，白黒の無表情の写真を使用した。撮

影時に髪も目立たないようにした。 

 手続き 実験は個別に行われる。参加者は，他人の写真の顔の

魅力判断と自分の顔の部分の評価の二つの課題を行う。課題の順序

はカウンターバランスされた。他者の写真の顔の魅力判断 参加者

は，呈示される写真の顔の部分をじっくり観察し，その顔がどのく

らい魅力的かを5点尺度上で評定するよう教示される。尺度の目盛

りは左から順に『とても魅力的』『どちらかといえば魅力的』『普通』

『あまり魅力的でない』『まったく魅力的でない』となっていた。 
参加者は魅力判断を行った際に良く見た顔の部位があれば，答える

ように言われる。その後，どのように魅力的であったか（魅力的で

なかったか），その理由を記述するよう求められる。回答は実験者

によって記録される。顔写真は合計 30 枚呈示される。顔写真の呈

示順序はランダムにされた。自分の顔の部位の評価 参加者は自分

の顔を具体的にイメージするよう言われる。そして，自分の顔の部

分（目，鼻，口，耳，まゆげ，髪，額，輪郭）のそれぞれについて，

100点満点中何点であるか回答するよう求められる。その後，自身

によってつけられた点数の理由を具体的に自由記述するよう求め

られる。顔の部分の回答順序は擬似ランダム化された。 

結果と考察 

 自分の顔の自己評価と他者の顔の魅力判断との関係 参加者ご

とに，自分の顔の部位（目，口，輪郭，鼻，髪，まゆげ，額，耳）

に対する得点を合計し平均をとり，自分の顔に対する自己評価と考

え，他者の顔の魅力評定値との相関をとったところ，わずかではあ

るが，有意な相関が見いだされた（r = .12, p < .0001）。顔の自己評

価が高いと他者の魅力判断が一般的に高くなる傾向がわずかなが

ら認められる。表1に，参加者自身の顔の各部位の得点と，対応す

る他者の顔の部位の魅力判断の評定値，および，全参加者を通じて

当該部位が何回現われたか，その総出現回数が示されている。 
 次に，他者の魅力判断時に参加者が判断に使用したと申告した顔

の部位とそれに対応する参加者自身の顔の部位の得点を並べ，他者

の魅力評定値を，自分の顔の部位の得点と顔の部位で説明できるか

どうかを，共分散分析を行い調べた。その結果，顔の部位の得点の

主効果も顔の部位の主効果も，交互作用も見いだされなかった（順

に，F(1, 1584) = 2.25, p > .13; F(7, 1556) = .92, p > .49 ; F(7, 1556) = .95, 
p > .47）。顔の部位の得点の代わりに，参加者ごとの全得点に占め

る割合を使って同じ共分散分析を行ってみたところ，割合の主効果

が有意に近かった（F(1, 1550) = 3.65, p < .06）が，顔の部位の主効

果，割合と顔の部位の交互作用は見いだされなかった。 
 気に入らない/気に入っている自分の顔の部位が他者の魅力判断

に及ぼす影響 自分の顔の部位の魅力の得点と，その参加者が他者

の魅力判断時に使った顔の部位の，参加者ごとの頻度との間の相関

をとったところ，わずかな負の相関が見いだされた（r = -.12, p 
> .007）。自分の顔の部位の得点が低い，つまり，自分の顔の部位が

気に入らない（嫌いである）と，他者の魅力を判断するときには，

逆にその部位を使う傾向が，わずかながら認められる。 
 参加者自身の顔の部位の得点の中で一番小さい得点（複数ある場

合もあった）と他者の魅力評定値との間の相関をとったところ，わ

ずかな有意な正の相関が認められた（r = .10, p < .0001）。同様に，

一番大きい得点と他者の魅力評定値との間にも同程度のわずかな

正の相関が認められた（r = .09, p < 0001）。 
 結論 自分の顔の自己評価と他者の顔の魅力判断との関係の分

析結果から，自分の顔を積極的に肯定できると，他者の顔の魅力判

断もより肯定的になる可能性が示唆された。また，気に入らない/
気に入っている自分の顔の部位が他者の魅力判断に及ぼす影響の

分析結果から，自分の顔の部位が嫌い/好きであると，他者の顔の

魅力判断時に，対応部位を積極的に評価する可能性も示された。し

かしながら，自分の顔や顔の部位の好悪が，他者の魅力判断に及ぼ

す影響は，あるとしても非常に小さい。自分の顔やその部位の自己

評価が，他者の顔の魅力判断に強く影響するのは，自分の顔の部位

に悩んでいるような場合に限られるのかもしれない。 
（小樽商大･平成17年度卒業，倉野絵梨子氏との共同研究による。） 
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耳 58.14 20.82 15.29 3.91 1.50 .24 63

髪 52.44 23.50 12.88 4.71 1.65 .12 162

額 51.30 23.22 13.26 4.57 2.33 .23 64

目 47.27 20.94 12.47 5.00 1.96 .11 745

口 44.90 17.48 12.17 3.58 1.90 .11 257

まゆげ 44.03 22.28 11.78 5.04 1.81 .12 116

輪郭 43.51 17.99 11.17 3.12 1.76 .11 190

鼻 40.86 17.71 10.61 3.96 1.93 .11 186

自分 他者

自分の顔の部位の得点と対応する他者の顔の部位の魅力判断

表1


